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整形外科領域の関節とスポーツ関連の雑誌について

１．はじめに

情報洪水と言われる昨今、医学現場でも例

外ではありません。多忙なる日常診療の合間

をぬって、ｔｉｍｅｌｙで必要な情報を無駄なく入

手することは難しくなってきています。医者

になってまだ日の浅い著者が、「整形外科診

療に役立つ雑誌一一（関節外科とスポーツ整形

外科関連一一）」について述べるには、少々荷

が重すぎるのではないかと、ペンをとる今に

なって痛切に感じ、気軽に引き受けてしまっ

たことを後悔しましたが、後の祭りです。仕

事を引き受けた以上、現在著者が行っている

情報収集の方法を紹介できれば、この任は全

うできるものと自分勝手に思いながらペンを

すすめます。

Ｎｉｃｏｌａｓ Ａｎｄｒｙによって、「小児の体の歪

みを矯正すること」をｏｒｈｏｐｅｄｉｅと提唱され、

その後２０世紀になって、医学領域に手術的手

法が導入され始めた頃よりｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓｕｒ－

ｇｅｒｙと呼ばれるようになってきたようです。

世界で最も早く整形外科学会が発足したのは

アメリカのＡＯＡで１８８７年でありました。その

後各地で整形外科の産声を聞くようになり、

整形外科として１つの学問体系が形づいたの

は２０世紀初頭ということになります。

日本では、整形外科学という講座ができた

のは、１９０６年の東京大学と京都大学に創設さ

れたのが最初であります。さらに全国の医科

大学に設置されてからわずか４０年であり、他

の学部と比較しても比較的浅い歴史しか持た

ず、若い学部であります。それまで外科で治

療されてきた四肢の変形、骨折等の外傷など
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を引継ぎ、特に終戦時にポリオと結核がはび

こり、これらが整形外科のメインテーマとし

て治療され、それに伴い整形外科は発展をと

げてきました。しかし高度経済成長に伴う産

業構造や交通手段の激変とともに、交通外傷

・労働災害が急増し、整形外科が担うべき疾

患が変貌し、かつ増加を遂げました。

最近では文化・経済・環境の変化により、

生活の質的向上を志向する傾向にあります。

その流れによってスポーツ人口の増加をみ、

それに伴いスポーツ外傷も増加し、整形外科

の担う疾患としてスポーツ外傷の占めるウェ

イトが大きくなってきました。また医療技術

の発達に伴い、最新の器機を応用して、ｍｉｃ－

ｒｏｓｕｒｇｅｒｙ、関節鏡視下手術、最小侵襲手術

の発展がみられました。また平均寿命の延長

にて、高齢者を対象とした疾患の増加をみる

に至り、日本においては歴史は浅いが、その

内容の充実さと多岐に及ぶ変貌ぶりをみると、

他の診療科にない特殊性があるようです。

著者が京都大学医学部に入局した昭和６３年

頃は、同期入局者数が９名でありましたが、

最近ではその倍の２０名に達する程の人気があ

ります。社会事情の変化に伴い、需要の増大

が引き起こした現象なのかもしれません。特

に若い整形外科の先生の中には、スポーツに

関連した整形外科…「スポーツ整形外科」に

興味を抱かれる方が多いようです。また、こ

れらの障害の中心はとりもなおさず「関節」

となります。

本稿では最近話題となっているスポーツ整

形外科と関節外科についての整形外科学一般

の雑誌の紹介と、著者なりの情報収集の方法

を独断と偏見を交えて述べさせていただきま



病院図書 室 Ｖｏｌ．１９Ｎａ３，１９９９

す 。

２。国内雑誌

最近の整形外科事情はというと、専門化と

いう細分化に伴い、学会・研究会・地方会が

数多く運営されるようになりました。著者も

日整会、中部整災会、西日本整災会、リウマ

チ学会、日本肩関節学会、日本関節鏡学会、

日本足の外科学会、日本小児整形外科学会、

骨折治療学会、日本リウマチ・関節外科学会、

日本整形外科超音波研究会、日本最小侵襲研

究会などの学会に参加しております。自らの

ｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｉｔｙを考え一番最初に目を通す雑

誌がこれらの学会が出す会誌となります。最

新の研究報告、治療上の問題点を知ることが

でき、学会参加後に学会での話題や獲得した

知識や考えをまとめておく時にこれらの会誌

が役にたちます。これらの会誌は学会の抄録

と、発表された内容を応募論文形式で原著を

載せるスタイルになっています。それぞれの

雑誌は編集委員を持ち、査読により論文辺採

否が決定されています。採否の程度は各学会

ごとにまちまちですが、ほとんどが採用され

ているようです。これらの雑誌の中には、優

れた論文をいくつか散見でき大変勉強になり

ます。これらの雑誌は学会委員であれば、無

条件で手に入るものではありますが、個人が

多くの学会員であり続けることは、時間的に

も経済的にもあまり勧められるものではあり

ません。しかし、これから関節外科とスポー

ツ整形外科関連について述べる時、細分化し

た専門学会の出す雑誌の紹介を避けて通るわ

けにはいきません。

まず著者が専門としています肩関節につい

て述べてみます。「肩関節」は日本肩関節学

会が発刊する雑誌であり、学会の抄録と学会

で発表した内容の論文によってなっています。

日本における肩関節学会の発足は、世界で最

も早く１９７４年にさかのぼることができます。

その後、１９８２年に北米で肩肘関節外科学会が

でき、１９８０年にようやく国際肩・肘関節外科

学会が発足しました。会のａｃｔｉｖｉｔｙも高く、

今話題のテ ーマに焦点を合わせ、多施設から

の報告が紹介されています。 たとえば、投球

障害肩・肩関節不安定症・腱板断裂・五十肩

についてのｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅな情報と、筆者の情熱

と熱い息ずかいが、感じられるような論文を

みることがで きます。肩関節の領域で盛に論

じられていることを、手っ取り早く入手した

い時には、ぜひ一読される価値のある雑誌と

思います。

股関節は、日本股関節学会が発刊していま

す雑誌「ＨＩＰ」と日本人工関節学会の出 して

いる「日本人工関節学会誌」が有用です。ＨＩＰ

のｖｏｌ．１に以下のような記述がありまし た。

「股 関節を制す るものは、 整形 外科を 制す

る。」とまで豪語さ れていますが、整形外科

の中で もよく発表される関節の一つでありま

す。股関節に関してはいろいろと発表される

のですが、特に人工関節置換術・人工骨頭・

骨切り術などの手術成績などの発表が多 くみ

られます。さらに、人工関節の材質、臨床成

績、及び、バイオメカニクスについての最新

のｎｅｗｓは「日本人工関節学会誌」より入手で

きます。 たとえば、 ポリエ チレ ン摩耗粉 の

反省より、話題となっている、ｍｅｔａｌｏｎ ｍｅｔａｌ

人工関節 や、ハイ ドロ キシアパタイトコー

ティング人工関節について詳細な情報が得ら

れます。

足関節に関しては、日本足の外科学会の機

関誌である「日本足の外科学会誌」が有用で

す。学会ですから発表論文が主体となってい

ますが、ｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅな話題を入手するには最

適です。

手関節に関しては、日本手の外科学会の機

関誌の「日手会誌」に、臨床成績を主体とし

た論文が多く掲載されています。イ也にマイク

ロサ ージャリー学会の機関誌が有用です。肘

関節は日本肘関節外科研究会が出す「日本肘

関節外科研究会誌」に、興味ある臨床報告を

みることができます。しかし学会が小規模の

ためか、まとまった数の報告は少ないようで

す。

膝関節に関して は、人工関節関連では股関
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節同様に「日本人工関節学会誌」が有用です。

靫帯損傷・半月板断裂・軟骨損傷等の情報は、

関節鏡視下手術が多く行われている関係上、

日本関節鏡学会の「関節鏡」に多くの臨床報

告をみることができます。もともと関節鏡を

用いた診断は、世界に先駆けて日本で開始さ

れたという歴史を持ち、かつては関節鏡によ

る検査所見や手術法は世界をリードしていた

時期がありました。しかし現在でも重要な雑

誌の一つであります。その他、スポーツにて

損傷される主たる関節は膝でありますから。

「臨床スポーツ医学」・「日本臨床スポーツ

医学誌」・「日本整形外科スポーツ医学会

誌」が参考になります。関節鏡を用いた手術

法は、従来の手術法に比べ侵襲が少なく、最

近では最小侵襲手術として脚光を浴びるよう

になってきました。関節鏡を用いた手術法と

して膝や肩関節への臨床応用が目立ってきて

います。たとえば、膝の前・後十字紐帯再建

術・半月板縫合術・軟骨移植術・肩の腱板修

復術・Ｂａｎｋａｒｔ修復術・鏡視下Ｍａｎｉｐｕｌａｔｉｏｎ

等の最新の治療法に接することができます。

一方、関節の診断法としては超音波検査が

盛に応用されています。特にレントゲン被爆

を回避する目的で、小児の股関節脱臼の診断

として前方法やｇｒａｆ法が臨床応用されていま

す。さらに、超音波を用い肩の腱板断裂の診

断も盛に行われています。これらの報告は

「日本整形外科超音波研究会誌」で入手可能

です。

なかでも「日整会誌」は日本の整形外科を

リードする代表的な学会誌であり、整形外科

医のほとんどが購読しているものです。整形

外科領域の最新の知見を収載して、日本整形

外科学術集会、日本整形外科基礎学術集会、

日本整形外科腫瘍学術集会の抄録の掲載と博

士論文の発表の場となっています。それぞれ

の抄録は１ページが与えられ大変読みやすく

なっています。最新の治療法、問題点、基礎

研究の動向を知るうえで、最適の情報源と

なっています。「教育研修講座」は著者が整

形外科になった時より愛読している部分です。
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各分野のオーソリテーによるこれまでの研究

の集大成であり、著者のような駆け出しの医

者にとって大変参考になってきました。しか

し折角の博士論文も英語でないため、世界に

発信ができないという問題がありました。１９

９６年にはこれらのことを改善するため、「Ｊｏｕ

ｒｎａｌ ｏｆ Ｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓ Ｓｃｉｅｎｃｅ」の創刊

をみるに至りました。この雑誌により日本の

ｏｒｉｇｉｎａｌな業績の世界への伝達がはじめて可

能になったといっても過言ではないでしょう。

実際多くの研究者や臨床家たちは、外国雑誌

に投稿する傾向にありましたが、国内でしっ

かりした英語雑誌ができ、この問題は緩和さ

れることと思います。同時に日整会誌のレベ

ルを引き上げ、ひいては日本の整形外科の発

展にもつながるものと考えます。当然ながら

本雑誌には、もれなく各関節に関しての論文

・研究報告をみることができます。

次に代表的な雑誌に「中部整災誌」があり

ます。もとより中部日本（東海・北陸・近畿

・中国・四国地方）の整形外科の地方会が発

行する雑誌であります。他にも、北海道、東

北、関東、西日本のそれぞれの地方学会が地

方誌を発行していますが、そのなかでも「中

部整災誌」が最も規模の大きいものでありま

す。本誌の編集を京都大学が担っている関係

から、入局以来購読を続けています。内容は

年２回行われている学会の抄録と学会で発表

した内容の論文と原著論文になっています。

最近では紙面の関係上１論文は１枚以内に収

まるよう字数に制限がつくようになりました。

しかし今でも盛んに研修医の論文発表の場と

して利用されています。「日整会誌」・「中

部整災誌」等は、学会の機関誌であるという

性格上、整形外科全般の分野を網羅しており。

各関節に関しての一定レベルの情報が入手で

きます。

その他、学会が発刊する雑誌は以下のもの

があります。「リウマチ」（日本リウマチ学

会）、「骨折」（日本骨折治療学会）、「日本小

児整形外科学会誌」（日本小児整形外科学

会）、「リハ医学」（日本リハビリテーション



病 院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎａ３，１９９９

医学会）、「日災医学」（日本災害医学会）が

そうであります。

次に商業誌について紹介します。著者がか

つて勤続してきた病院で、共通して採用され

ていた雑誌が「整形外科」（南江堂）、「臨床

整形外科」（医学書院）、「整形・災害外科」

（金原出版）でありました。整形外科全般の

領域をカバーする雑誌であり、関節に関する

情報源として最重要な雑誌でもあります。今

でもこの３種の雑誌には必ず目を通すことに

しています。「整形外科」はこの３冊のなか

でも、最も早く発刊されすべてが応募論文に

て構成されています。原著と症例報告形式の

論文であり、以前報告された内容を焼き直し

た論文が多くを占めていますが、優れた論文

が多く大変参考になっています。最近は中止

されましたが、「海外文献速報」は短時間に

ｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅな情報を収集させていただき、あ

りかたかったのですが、インターネット等に

よりｏｒｉｇｉｎａｌの雑誌より直接情報を収集でき

る時代には、無用なものとなったのでしょう。

「臨床整形外科」は「整形外科」と同様な編

集方針をとり、原著と症例報告よりなってい

ます。著者が最初に投稿したのがこの雑誌で

あり、症例報告ではありますが、大変苦労し

たことが思い出されます。「整形・災害外

科」は原著と症例報告以外にテーマをしぼり

こみ特集を組んでおり、膨大な文献検索の労

なしに、一定レベルの知識を容易に得ること

ができ、大変恩恵を受けたものです。当然

テーマとして各関節疾患のものが取り上げら

れていました。

著者のｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｉｔｙであるスポーツに関

する情報は主に「臨床スポーツ医学」より得

ています。本誌は日本臨床スポーツ医学会準

機関誌であり、他の商業誌とは違いスポーツ

医学に関する特集を組み、第一線の医療現場

からの情報を依頼原稿の形で収集しており、

著者も必ず目を通している雑誌の１つであり

ます。たとえば、「投球障害肩」・「野球

肘」・「前十字靭帯損傷」・「肩インピンジ

メント症候群」等のスポーツに起因する関節

障害を取り上げ、診断・保存的治療法・手術

的治療法・リハビリテーションの方法・ス

ポーツへの復帰の仕方等を平易に説明してあ

ります。

その他の商業誌について述べてみます。「０

ｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓ」（全日本出版会）・「オルソペ

デックス」（金原出版）は、一冊ごとに特集

を組み、読者の興味を集める工夫がなされて

います。「整形外科最小侵襲ジャーナル」（全

日本出版会）は、最小侵襲手術の成績のみな

らず、手術方法についても説明がなされてい

ます。「関節外科」（メヂカルビュー社）は、

その名の如く整形外科領域の関節疾患に関し

ての専門性を高めた雑誌という特長がありま

すが、分かり易く肩をはらずに読むことがで

きます。購読者数を確保するため、ニュース

性に富む話題や各分野で活躍中のオーソリ

テーから意見をくみ上げ、ｍｉｎｉ ｒｅｖｉｅｗの形

で特集を組んでいます。各雑誌社は生き残り

をかけて大変な努力を払っている様子です。

３。外国雑誌

整形外科にとって最も影響力があり、権威

のある雑誌は「ＪＯＵＲＮＡＬＯＦＢＯＮＥＡＮＤＪＯＩＮＴ

ＳＵＲＧＥＲＹ」（ＪＢＪＳ）でしょうか。著者が整形外

科医になった時より読み続けている雑誌です。

勉強会の時は、読むべきテーマを決める時に

第一番目に読むのがこの雑誌です。ＪＢＪＳは、

ＡｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅとＢｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅの２つに

分かれています。両雑誌とも英語圏での主要

な１２学会の機関誌となっており、名の如く

Ａｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅはアメリカからの論文が多

く、Ｂｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅはイギリスからの論文が

多く掲載されているようです。１つ１つの論

文はすべて素晴らしいもので、厳格なｒｅｆｅｒｅｎｃｅ

ｓｙｓｔｅｍを持ち整形外科の一流誌としてのレベ

ルの維持がはがられています。またｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅ

なまとまった知識の整理のため、巻末にある

「Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｃｏｎｃｅｐｔ Ｒｅｖｉｅｗ」やＴｈｅＡｍｅ－

ｒｉｃａｎ Ａｃａｄｅｍｙの「Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎａｌ Ｃｏｕｒｓｅ

Ｌｅｃｔｕｒｅ」は大変役に立つ部分であり、著者

はこれまでこの部分をコピーして、重要と思
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われるところは取り出しノートを作ってきまし

た。一方、ＪＢＪＳのＢｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅはＡｍｅｒｉｃａｎ

ｖｏｌｕｍｅに比べ、１つ１つの論文はコンパクト

にまとめられており、斜め読みする分には適

した雑誌といえます。そのためか、Ａｍｅｒｉｃａｎ

ｖｏｌｕｍｅに比べｒｅｓｕｌｔやｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎに重厚さが

欠け、物足りなさを覚えます。しかし、多く

のページが臨床に関する論文にさかれており、

多くの臨床的知識の習得が可能となります。

また整形外科医に及ぼす影響力は多大なもの

があります。たとえば、以前「ｓｌｅｅｖｅｆｒａｃ－

ｔｕｒｅ」について論文を書いたことがあります

が、このｓｌｅｅｖｅ ｆｒａｃｔｕｒｅというｔｅｒｍが１９７２

年のＪＢＪＳに発表されてから、日本の臨床雑誌

や学会にてｓｌｅｅｖｅ ｆｒａｃｔｕｒｅについて、さか

んに報告されるようになりました。インパク

トの大きさを考えるとき、この分野をリード

し牽引する雑誌であることがわかります。ま

た基礎研究に関する論文がＯｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓ

Ｒｅｓｅａｒｃｈとして特集を組んで掲載されるよう

になりました。これらの論文は臨床に関連の

強いものとなっており、日常の臨床に多くの

示唆を与えてくれるようです。整形外科領域

全般をカバーしているのですが、比較的股関

節・膝関節・肩関節関連の論文が多くみられ、

英語論文として第一に選択する雑誌に違いな

いようです。

次に重要な雑誌として、「ＣＬＩＮＩＣＡＬＯＲＴＨＯ－

ＰＡＥＤＩＣＳＡＮＤＲＥＬＡＴＥＤＲＥＳＥＡＲＣＨ」をあげるこ

とができます。個々の論文が簡潔にまとめら

れ、３つのｓｅｃｔｉｏｎより成り立っており、読

みやすいという特徴を持っています。第１の

ｓｅｃｔｉｏｎは「Ｓｙｎｉｐｏｓｉｕｍ」と題し、依頼原稿に

よる特集を組んでいます。ちょうど日本の

「整形・災害外科」や「臨床整形外科」と同

じ編集スタイルをとっています。内容もｕｐ－ｔｏ

－ｄａｔｅなテーマを選び、各界のオーソリテー

からの依頼原稿から構成されています。時々

ＨｉｐやＫｎｅｅ等の国際学会でのｒｅｖｉｅｗが特集さ

れています。手っ取り早く、まとまったｕｐ－ｔｏ

－ｄａｔｅな知識を手に入れたい時には、大変都

合のいい雑誌といえます。第２のｓｅｃｔｉｏｎは、
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ＯｒｉｇｉｎａｌａｒｔｉｃｌｅとしてＳｐｉｎｅ、Ａｎｋｌｅ、Ｔｕｍｏｒ、

Ｆｒａｃｔｕｒｅ、Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ、Ｍｉｓｃｅｌｌａｎｅｏｕｓ、

Ｈａｎｄ、Ｒｅｓｅａｒｃｈ、Ｓｈｏｕｌｄｅｒとして各分野のｆｒｅｅ

の論文が掲載されています。第３のｓｅｃｔｉｏｎ

はＲｅｇｕｌａｒ ａｎｄ ｓｐｅｃｉａｌ Ｆｅｕｔｕｒｅとして

ニ ュース性の高い内容を取り上げ、読者の興

味を引く工夫がなされています。よって、各

関節に関する情報も収集し易く、個人的 には

第２番目に重要と考えています。

その他に整形外科全般を対象としている雑

誌を紹介します。国際整形外科・災害外科連

合 （ＳＩＣＯＴ） により発刊 さ れて い るのが、

「ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＯＲＴＨＯＰＡＥＤＩＣＳ」であります。

学会の関係上世界規模で発刊されています。

山室隆夫先生がＳＩＣＯＴの会長をされた関係上、

最近では日本からの応募論文が増加している

ようです。北欧を中心とした雑誌として馴染

みの深い ものが、「ＡＣＴＡＯＲＴＨＯＰＡＥＤＩＣＡＳＣＡＮ－

ＤＩＮＡＶＩＣＡ」ではないでしょうか。比較的緩や

かなｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓｙｓｔｅｍですが、臨床や基礎の

優秀な論文が多く、日本からも多 く論文が散

見されます。その他整形外科関連の総合雑誌

として、「ＡＲＣＨＩＶＥＳＯＦ ＯＲＴＨＯＰＡＥＤＩＣ ＡＮＤ

ＴＲＡＵＭＡＳＵＲＧＥＲＹ」、「ＯＲＴＨＯＰＥＤＩＣＣＬＩＮＩＣＳＯＦ

ＮＯＲＴＨ ＡＭＥＲＩＣＡ」があります。前者はドイツ

で発刊されている英文誌であり、後者はアメ

リカの商業誌であり、「ＣＬＩＮＩＣＡＬＯＲＴＨＯＰＡＥＤＩＣＳ

ＡＮＤＲＥＬＡＴＥＤＲＥＳＥＡＲＣＨ」と同様にｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅ

な臨床テーマによる依頼原稿より成り立 って

います。

次に整形外科領域の専門領域の雑誌につい

て述 べてみます。肩・肘関節の専門誌として

「ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦＳＨＯＵＬＤＥＲＡＮＤＥＬＢＯＷＳＵＲＧＥＲＹＪ

をあげることができます。本誌は欧米の肩関

節学会の機関誌であるのみならず、日本肩関

節学会の機関誌で もあり、日本か らの論文も

多数目にします。著者 も肩関節学会員である

関 係上本誌を購読しています。基礎から臨床

に至るまでの幅広い論文が紹介されており、

特に肩関節に関する論文には優秀で大変刺激

になります。 スポーツ整形外科の分野で は、

「ＡＭＥＲＩＣＡＮＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＳＰＯＲＴＳ ＭＥＤＩＣＩＮＥ」
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が主要な雑誌 となっています。スポーツに関

する教室での抄読会では、この雑誌を中心に

勉強が行われています。ｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅな話題が

取り上げられ、 スマートにまとめられている

ため、抄読会 には適当な長さの論文です。 ま

た、 スポーツ関連と関節疾患を多く扱ってい

るものが 「ＡＲＴＨＲＯＳＣＯＰＹ」です。国内誌「関

節鏡」と同様 に、膝・肩・足 ・肘関節を中心

として、臨床に関する論文が掲載されていま

す。骨折に関しては「ＪＯＵＲＮＡＬＯＦＯＲＴＨＯＰＡＥＤＩＣ

ＴＲＡＵＭＡ」に目を通しています。この雑誌は日

本骨折治療学会員であれば、購読が義務ずけ

されています。内容は骨折に関する臨床的研

究がほとんどであり、短くまとめられ読みや

すい雑誌です。手の外科に関してはＪＢＪＳと同

じようなシステムをとっている「ＨＡＮＤ」をあ

げることができます。つまりＡｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅ

とＢｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅの２種類があり、それぞれア

メリカ圏イギ リス圏の臨床的論文が集められ

ています。手の外科関連として「ＭＩＣＲＯＳＵＲＧＥＲＹ」

や「ＪＯＵＲＮＡＬＯＦＲＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＶＥＭＩＣＲＯＳＵＲＧＥＲＹ」

があります。足関節に関しては「ＦＯＯＴ ＡＮＤ

ＡＮＫＬＥ」が有名で す。足関節不安定症やアキ

レス腱断裂等のスポーツ外傷にも多くの紙面

がさかれています。小児整形外科の分野では、

「ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＰＥＤＩＡＴＲＩＣＯＲＴＨＯＰＥＤＩＣＳ」が

あり、小児の関節疾患はこの雑誌を中心に読

みすすめてい ます。 リウマチ関連としては、

「ＡＮＮＡＬＳＯＦ ＴＨＥＲＨＥＵＭＡＴＩＣＤＩＳＥＡＳＥＳ」、

「ＡＲＴＨＲＩＴＩＳＡＮＤＲＨＥＵＭＡＴＩＳＭ」、及び、「ＪＯＵＲＮＡＬ

ＯＦＲＨＥＵＭＡＴＯＬＯＧＹ」があげ られます。 しかし、

内科的報告や基礎研究の発表の場となってお

り、リウマチに関する関節関連の臨床報告は

あまりないようです。人工関節に関しては、

「ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＡＲＴＨＲＯＰＬＡＳＴＹ」があり股関節

や膝関節の人工関節の臨床成績が多く扱われ

ています。

４．おわりに

ある特定の情報を入手したい時は、まさし

く文献検索をどのように行うかということに

なるでしょう。研修医時代には、自分の入手

したい情報の掲載されている論文を探しだし、

その中に示されている文献をかたっぱしから

孫引きしていくといった方法を とっていまし

た。または、人に頼って文献検索をお願いし

ていたこともありました。昨今の医療周囲の

環境の変化により、このような安易な文献検

索はできなくなってきました。自らＩｎｄｅｘＭｅｄ－

ｉｃｕｓという分厚い雑誌と格闘しなければなら

ず、この手作業にはかなり精力がそがれたこ

とを思い出します。最近ではＭｅｄｌｉｎｅのＣＤ－ＲＯＭ

にてこのような面倒な手作業から解放されま

した。が、ａｂｓｔｒａｃｔをみるだけでも膨大な時

間を要求され、かつ、これらを印刷するにも

かなりの量のｐａｐｅｒを必要とします。必要な

情報をフロッピーにダウンロードし、自分の

パソコンで読むようにすることがスマートな

方法だと思います。自分の書棚のほとんどを

占有する文献の固まりをみる時、フロッピー

やＭＯに記憶できていれば、貴重な空間の省ス

ペースにもなり、再び文献を探す時にも手間

が省けるものと思います。しかし、現在の著

者は、病院の司書さんに文献の検索をお願い

できるという恵まれた環境のなかにいて、こ

の環境に甘んじている次第です。

最新のコンピューターネットワークの発達

により、文献検索の運営も大きく変貌しよう

としています。インターネットにて医学デー

タベースを検索し、文献を大量にかつ容易に

入手できるようになっています。整形外科関

連の文献は年々増加し続け、目次に目を通す

だけでも精一杯の状態です。まさに情報の海

の中に投げ込まれている感があります。これ

まで情報をいかに収集するかを述べてきまし

たが、これからは本当に必要な情報はいかな

るものか、またいかにして選択するかが重要

なキーワードになるものと考えます。医学と

はおいしい「キノコ」を探しだす行為にたと

えることができます。味は優れているか、毒

はないか、「キノコ」を実際に食し体験を重

ねていくといったプロセスは、とりわけ実証

を重んじる整形外科的指向性と類似していま

す。外科医は、臨床経験と判断能力を研ぎす
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ますことが求められます。しかし、個人が手

にできる経験には自ずと限界があります。そ

の限界を補うものが、先人の残された論文の

中に見いだすことができます。先人の経験を

取り入れ、累積することでこの限界を超える

ところに臨床家としての進歩があるものと考

えます。この意味で情報の選択は重要になり

ます。

しかし、この様な情報の洪水の中では、私

たちは自分の領域すらフォローすることが困

難となっているのが現実です。それゆえ、研
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究動向を知るためニュース性の高い雑誌や、

専門雑誌のみに目がいくようになっています。

商業誌も発刊数を増すべく、ニュース性の高

い特集を組むようになっています。ＪＢＪＳもＣＤ

－ＲＯＭ版がでるなど、将来の図書室のあり方、

情報の提供の仕方は、大きく様変わりするも

のと思われます。Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

の進歩は、膨大な情報の提供を可能としまし

た。今後は本当に必要な情報を選択的かつ迅

速に収集することが急務と考えられます。
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